
９月定例会 (８/３１～９/２１)主な内容９月定例会 (８/３１～９/２１)主な内容

発行/豊前市議会　豊前市大字吉木955 TEL82-8137（直通）　　ホームページ/https://www.city.buzen.lg.jp
議会へのご意見をお寄せください

豊前市議会です豊前市議会です

こんにちは

2～4Ｐ

5Ｐ

6～9Ｐ

10Ｐ

目 次
CONTENTS

議案の概要・特別委員会の経過報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令和４年９月定例会議案審議結果  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

トピックス・編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

N
ew

s f
rom
 the city coun

cil

令和 4年11月
№118№118

予算決算委員会の様子



2

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

市
長
か
ら
の
提
案
に
対
し
、全
会

一
致
で
異
議
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

　
　
　
　
　

豊
前
市
大
字
赤
熊

　
　
　
　
　
　
　
　

森
本　

隆
雄

　
　
　
　
　

豊
前
市
大
字
大
西

　
　
　
　
　
　
　
　

畑
邊　

克
幸

　
　
　
　
　

豊
前
市
大
字
鳥
井
畑

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
鳴　

実
佳

同
意
案
件

　

市
長
か
ら
の
提
案
に
対
し
、全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。（

敬
称
略
）

■
教
育
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　

豊
前
市
大
字
恒
富

　
　
　
　
　
　
　
　

上
田　

静
香

総務委員会　　　　◎黒江哲文〇平田精一・梅丸晃・村上勝二・為藤直美・内丸伸一・岡本清靖
文教厚生委員会　　◎為藤直美〇梅丸晃・村上勝二・秋成英人・郡司掛八千代・鎌田晃二・尾澤満治
産業建設委員会　　◎秋成英人〇福井昌文・梅丸晃・村上勝二・内丸伸一・郡司掛八千代・ 爪丸裕和
予算決算委員会　　◎福井昌文〇村上勝二・為藤直美・内丸伸一・秋成英人・郡司掛八千代
　　　　　　　　　 ・黒江哲文・平田精一・鎌田晃二・岡本清靖・爪丸裕和
議会運営委員会　　◎岡本清靖〇為藤直美・梅丸晃・村上勝二・黒江哲文・鎌田晃二

常任委員会・議会運営委員会の委員名簿
◎……委員長　○……副委員長

◎市バスについては、デマンドタクシーを含め利用状況を調査し、より詳細な資料を提出すること。また、物流を含
め民間とのタイアップなど、官民連携の取組を調査研究すること。

文教厚生委員会の申し入れ事項

◎ベトナム訪問において、豊前市の特産品を紹介、ビジネスマッチングを行ったようであるが、しっかりとした市場
調査が必要である。ビジネスとして成立するよう生産者との調整、輸送手段等、計画性を持って取り組むこと。

◎コンテナホテルの開業を機に、市営駐車場の有効活用を中心とした、駅前開発を検討すること。

総務委員会の申し入れ事項

◎農業の活性化にとって、全国農地ナビを利用して新たな農地の受け手に繋げることは必要ではあるが、そのこと
による地域とのトラブルが発生しないよう、地元農業者の意見を充分に聞き、調整を行うこと。
◎市をＰＲする動画等を作成した場合は、動画内容や配信情報を議会に報告すること。また、多くの方に閲覧して
もらえるよう、より積極的な情報発信を行うこと。

予算決算委員会の申し入れ事項

以上、申し入れました。

第
4
回
定
例
会

　

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
、８

月
３１
日
か
ら
９
月
２１
日
ま
で
の
２２
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
初
日
に
、市
長
よ
り
、

条
例
案
件
１
件
、組
合
規
約
案
件
１

件
、補
正
予
算
案
２
件
、決
算
案
件

９
件
、報
告
案
件
６
件
の
合
計
１９
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会

で
慎
重
に
審
査
さ
れ
、原
案
ど
お
り

可
決
、認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、議
案
第
３６
号
、議
案
第
３７

号
、議
案
第
３８
号
議
案
第
３９
号
、議

案
第
４２
号
に
つ
い
て
、反
対
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。　　

　

最
終
日
に
は
、文
教
厚
生
委
員
会

よ
り
、意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ

れ
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、市
長
よ
り
人
事
案
件
２
件

が
提
出
さ
れ
、原
案
ど
お
り
、同
意

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
概
要
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住民の納得できる予算執行が
なされたか？令和3年度の

　９月定例会では、予算決算委員会で、一般会計の

決算状況について審査を行いました。

　委員会は、９月15日～16日の２日間にわたり開催

し、令和3年度の一般会計歳入歳出決算が適正かつ

効果的に執行されたかどうかの審査を行いました。

　委員会では執行部に対して多くの質問や指摘がな

されました。

一般会計の執行状況（決算）を
2日間で慎重審査

《令和4年度一般会計補正予算の概要》

　国庫補助事業及び県補助事業にかかる経費、その他特に措置する必要がある経費につい
て、可決しました。

【議案第35号】　令和4年度豊前市一般会計補正予算（第５号）

◇国際交流費

◇高齢者補聴器購入費助成金

◇アピアランスケア助成金

◇新型コロナウイルスワクチン接種事業

◇非常備消防費

◇地域スポーツ活動推進事業

◇土木施設災害復旧費

1,900千円

１00千円

300千円

38,447千円

3,376千円

7,189千円

9,111千円

《主な事業》
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「豊前開発環境エネルギー株式会社
　　調査特別委員会」が設置されました！！

◎爪丸裕和〇平田精一・梅丸晃・村上勝二・内丸伸一・郡司掛八千代・岡本清靖

　同日に開催された議員全員協議会において、豊前市が豊前開発環境エネルギー株式会社
に出資してから現在までの経過が報告されており、さらに同社のことを詳しく調査するため、
定款、決算書、履歴事項全部証明書、覚書等の資料提出を執行部に求めました。

第２回（８月３１日開催）

　前回提出を依頼した資料について、執行部より説明を受けました。そこで、同社が平成２６
年の設立時から赤字が続いていたが令和２年度決算に黒字転換したこと、平成２６年度から
現在まで、ヘドロ化抑制、あさり漁場の改善等を目的にＨｉビーズ（石炭灰造粒物）実証実験が
八屋地先海域の干潟域で行われていることを確認しました。

第３回（９月８日開催）

【委員名簿】

　特別委員会は、これまでに３回開催されました。この委員会は、豊前市が出資
している第３セクター「豊前開発環境エネルギー株式会社」役員が有印公文書偽
造により逮捕された事件について、会社の事業内容や事件発生の経緯を調査する
ものです。
　第１回は特別委員会の正・副委員長を決めました。委員会の内容は、以下のと
おりです。

【経過報告】

　今後、医療費の増大が見込まれる中、被保険者に過度な負担を負わせることなく、国民健
康保険を将来にわたり持続可能な制度として維持するため、１兆円規模の公費投入による財
政基盤の強化に加え、均等割の撤廃を行い、国民健康保険税の負担を軽減するよう、国へ強
く要望しました。

《意見書案第5号》文教厚生委員会より提出
国民健康保険財政への国庫負担割合引上げを求める意見書

◎…委員長　〇…副委員長
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「○」 …… 賛成　　　「●」…… 反対
「議長」 … 議長職のため表決に参加しない

村
上
　
勝
二

為
藤
　
直
美

内
丸
　
伸
一

秋
成
　
英
人

郡
司
掛
八
千
代

黒
江
　
哲
文

平
田
　
精
一

福
井
　
昌
文

岡
本
　
清
靖

尾
澤
　
満
治

爪
丸
　
裕
和

鎌
田
　
晃
二

梅
丸
　
　
晃

賛
　
成

反
　
対

令和4年9月定例会　議案審議結果

原案
可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

原案
可決

原案
可決
原案
可決

審議
結果

議  案  等  の  名  称

012○○○○○○○○○○

豊前市外二町清掃施設組合の共同で処理する事務の変
更及び豊前市外二町清掃施設組合規約の変更について

令和４年度豊前市一般会計補正予算（第５号）

豊前市バス事業の設置等に関する条例の一部改正につ
いて

令和３年度豊前市一般会計歳入歳出決算の認定につい
て

令和３年度豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

令和３年度豊前市バス事業特別会計歳入歳出決算の認
定について

令和３年度豊前市東部地区工業用水道事業会計決算の
認定について

令和３年度豊前市公共下水道事業会計決算の認定につ
いて

議　案
第33号

012○○○○○○○○○○

令和４年度豊前市バス事業特別会計補正予算（第２号）

令和３年度豊前市国民健康保険事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

令和３年度豊前市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

令和３年度豊前市営駐車場事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

議　案
第34号

012○○○○○○○○○○議　案
第35号

111○○○○○○○○●○議　案
第36号

111○○○○○○○●○議　案
第37号

111○○○

○

○○○○○●○議　案
第38号

111○○○○○○○○●○議　案
第39号

012○○○○○○○○○○○議　案
第40号

012○○○○○○○○○○議　案
第41号

111○○○○○○○○●○議　案
第42号

令和３年度豊前市水道事業会計決算の認定について 012○○○○○○○○○○議　案
第43号

異議
なし

原案
可決

012○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○○○○○○○○○議　案
第44号

012○ ○○○○○○○○○○議　案
第45号

議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長
議
長

国民健康保険財政への国庫負担割合引上げを求める
意見書について 012○ ○○○○○○○○○○意見書案

第5号
議
長

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 012○ ○○○○○○○○○○諮　問
第1号

議
長

同意豊前市教育委員会委員の任命について 012○ ○○○○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○○○○○同意案
第3号

議
長

議案
番号

議長
尾澤　満治

副議長
郡司掛　八千代

議会からのお知らせ
議事運営上

議長・副議長は、原則として一般質問を行いません。
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『
平
成
会
』
の
一
般
質
問

一
般
質
問

福井　昌文鎌田　晃二

平田　精一 黒江　哲文

秋成　英人内丸　伸一

豊
前
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

内
丸
議
員
　
防
災
の
観
点
か

ら
、災
害
情
報
を
把
握
し
、必

要
な
対
策
を
検
討
、実
施
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。担

当
が
、総
務
課
、建
設
課
、農

林
水
産
課
等
に
分
か
れ
る
た

め
、情
報
を
共
有
し
、連
携
し

て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、い
か
が
か
。

総
務
課
長
　
災
害
発
生
時
に

は
、情
報
共
有
に
よ
り
、ス

ム
ー
ズ
な
連
絡
調
整
、迅
速
な

対
応
に
つ
な
が
る
。現
在
も
庁

内
関
係
部
署
間
で
情
報
共
有

に
努
め
て
お
り
、引
き
続
き
情

報
共
有
、連
携
に
取
り
組
む
。

内
丸
議
員
　
ま
だ
足
り
な
い

気
が
す
る
の
で
、し
っ
か
り
と

情
報
を
共
有
し
、対
策
を
取
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。　　
　
　

　

続
い
て
国
際
交
流
に
つ
い

て
、市
で
は
、以
前
よ
り
中

国
、ハ
ワ
イ
と
交
流
し
て
お

り
、昨
年
か
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
、

台
湾
と
も
交
流
を
進
め
て
い

る
。二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を

も
得
ず
で
は
な
い
が
、四
兎
も

追
っ
て
大
丈
夫
な
の
か
と
思

う
。中
国
と
の
交
流
は
、今
後

ど
う
す
る
の
か
。

国
際
共
生
推
進
室
長
　
中
国

通
産
県
と
の
交
流
事
業
は
、平

成
５
年
度
か
ら
開
始
し
て
い

る
が
、現
時
点
で
は
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
り
、積
極
的
な
交
流
は
考

え
て
い
な
い
。

内
丸
議
員
　
ハ
ワ
イ
と
の
交

流
は
、市
内
在
住
の
中
学
生
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
異
文
化
を

学
ぶ
貴
重
な
体
験
が
で
き
、宣

伝
効
果
も
あ
る
事
業
だ
が
、市

は
Ｐ
Ｒ
が
下
手
な
う
え
、近
年

の
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
自
体
が

で
き
て
い
な
い
。今
後
も
続
け

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

国
際
共
生
推
進
室
長
　
ハ
ワ

イ
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
、ハ
ワ
イ
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
高
齢
化
等
の
理

由
に
よ
り
、令
和
２
年
度
以

降
、実
施
を
断
念
し
て
い
る
。

今
後
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
状
況
、現
地
の
受
け
入

れ
先
の
状
況
、受
け
入
れ
態
勢

等
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
す

る
。

内
丸
議
員
　
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム

と
は
、今
後
ど
の
よ
う
な
交
流

を
し
て
い
く
の
か
。

国
際
共
生
推
進
室
長
　
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
の
実

現
に
向
け
て
、現
在
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

内
丸
議
員
　
市
内
の
小・中
学

生
と
交
流
で
き
れ
ば
、視
野
も

広
が
り
、相
互
理
解
が
進
め

ば
、世
界
平
和
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
も
あ
る
。せ
っ
か
く
の

チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、逃
さ
な
い

よ
う
、し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

市
長
　
若
い
世
代
が
交
流
し
、

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
は
大

事
な
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
に
加

え
、将
来
の
人
的
交
流
が
経
済

交
流
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。外
国
の
方
が
豊
前
市

に
移
籍
・
移
住
す
る
よ
う
な
流

れ
も
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

内
丸
議
員
　
こ
の
取
り
組
み

を
成
功
さ
せ
る
に
は
、市
長
の

熱
意
と
職
員
の
頑
張
り
、そ
し

て
地
域
住
民
の
協
力
、理
解
が

大
事
で
あ
る
。地
域
の
方
々
も

納
得
で
き
る
よ
う
な
説
明
等

を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
た
だ

き
、進
め
て
も
ら
い
た
い
。

市議会会議録はこちらから

豊前市議会

【
質
問
項
目
】

（
内
丸
伸
一
議
員
）

 

① 

豊
前
市
の
取
り
組
み

（
秋
成
英
人
議
員
）

 

② 

男
性
職
員
の
育
休

 

③ 

選
挙
啓
発
活
動

 

④ 

農
林
水
産
業
の
今
後
の
あ
り
方

（
鎌
田
晃
二
議
員
）

 

⑤ 

豊
前
市
の
諸
問
題

 

⑥ 

前
議
会
一
般
質
問
の
そ
の
後

※

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質
問
の

や
り
取
り
は
、ご
く
一
部
で
す
。

※

文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、実

際
の
や
り
取
り
と
は
異
な
り
、

「
で
す
・
ま
す
調
」で
は
な
く
、

「
だ
・
で
あ
る
調
」に
統
一
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、議
会
事
務
局
及
び
総
務

課
に
会
議
録
を
置
い
て
お
り
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
閲
覧
く

だ
さ
い
。

そ
こ
が
聞
き
た
い

な
ん
と
か
し
た
い
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男
性
職
員
の
育
休
に
つ
い
て

秋
成
議
員
　
本
年
10
月
か
ら

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
な
ど
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
る
。こ
れ
は
地
方
公
務
員
の

育
休
取
得
を
後
押
し
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。茨
城
県

龍
ヶ
崎
市
役
所
で
は
、男
性
職

員
の
育
休
取
得
が
定
着
し
て

お
り
、７
年
連
続
１
０
０
％
の

取
得
率
と
な
っ
て
い
る
。一
方

で
総
務
省
調
査
で
は
、地
方
公

務
員
の
男
性
の
育
休
取
得
率

は
、令
和
２
年
度
で
13
．２
％

と
な
っ
て
お
り
、先
の
自
治
体

の
例
と
は
大
き
く
乖
離
し
て

い
る
。豊
前
市
の
育
休
取
得
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
お
願

い
す
る
。

総
務
部
長
　
令
和
元
年
度
は

ゼ
ロ
で
あ
っ
た
が
、令
和
２
年

度
は
25
％
、令
和
３
年
度
は

50
％
と
な
っ
て
い
る
。

秋
成
議
員
　
現
状
、女
性
職
員

に
比
べ
て
男
性
職
員
の
取
得

が
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
が
、ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ

る
の
か
考
え
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長
　
様
々
な
要
因
が

考
え
ら
れ
る
が
、仕
事
に
関
す

る
旧
来
の
価
値
観
が
根
強
い
と

い
う
の
が
要
因
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
分
析
し
て
い
る
。子
育

て
支
援
に
関
す
る
理
解
が
ま
だ

進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
反
省
し

て
お
り
、よ
り
推
進
し
て
い
く

責
任
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

秋
成
議
員
　
育
休
取
得
を
推

進
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、豊

前
市
と
し
て
何
ら
か
の
努
力

を
し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
対
象
者
へ
の
丁
寧

な
説
明
や
状
況
に
応
じ
た
育

休
プ
ラ
ン
の
提
示
を
行
っ
て
い

る
が
、今
後
は
育
休
取
得
の
メ

リ
ッ
ト
の
理
解
促
進
や
相
談
窓

口
の
周
知
な
ど
を
行
い
た
い
。

秋
成
議
員
　
現
時
点
で
は
、育

休
は
権
利
で
あ
り
義
務
で
は

な
い
が
、来
年
４
月
か
ら
大
企

業
は
育
児
休
業
取
得
状
況
を

公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
る
。今
後
ま
す
ま
す
加
速

す
る
と
思
わ
れ
る
男
性
の
育

休
取
得
を
民
間
企
業
の
手
本

と
な
る
べ
く
、市
役
所
が
率
先

し
て
行
い
、そ
の
情
報
を
発
信

す
る
な
ど
の
啓
発
を
行
っ
て

い
く
べ
き
か
と
思
う
。育
休
を

取
得
し
に
く
い
理
由
と
し
て
、

上
司
や
同
僚
の
理
解
を
得
に

く
い
と
い
う
こ
と
が
１
番
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、龍
ヶ
崎

市
役
所
で
は
男
性
も
育
休
が

当
た
り
前
と
い
う
雰
囲
気
が

醸
成
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、佐

賀
県
庁
で
は
育
児
の
た
め
に

２
週
間
以
上
休
む
よ
う
促
し

て
お
り
、男
性
職
員
が
育
休
取

得
で
き
な
い
場
合
は
理
由
書

の
提
出
を
求
め
て
い
る
。コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
産
後
う
つ
の

問
題
も
あ
り
、佐
賀
県
の
例
は

極
端
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ

く
ら
い
の
浸
透
性
を
持
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
だ
と
考
え
る
。市
長
が

率
先
し
て
育
休
取
得
１
０

０
％
を
達
成
す
べ
く
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思

う
が
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
父
親
が
子
育
て
に
参

加
し
、そ
の
喜
び
を
味
わ
う
こ

と
に
よ
る
様
々
な
プ
ラ
ス
の
効

果
に
よ
り
、社
会
を
良
く
す
る

方
向
に
い
く
と
思
う
。ま
だ
ま

だ
進
ん
で
育
休
を
取
る
雰
囲

気
は
醸
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

は
指
摘
の
通
り
で
あ
り
、取
り

や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
改
め
て
思
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

秋
成
議
員
　
子
育
て
し
や
す

い
豊
前
市
を
つ
く
り
あ
げ
る

た
め
、ぜ
ひ
と
も
豊
前
市
役
所

が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り
得

る
よ
う
、率
先
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

豊
前
市
の
諸
問
題
に
つ
い
て

鎌
田
議
員
　
気
象
庁
で
は
、

地
域
防
災
支
援
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
お
り
、各
市
町

村
固
有
の
課
題
へ
の
対
応
を

含
め
、市
町
村
に
寄
り
添
い
、

担
当
者
同
士
の
緊
密
な
連
携

関
係
を
構
築
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。市
と
気
象
台
と
の
連
携

等
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長
　
気
象
台
等
か
ら

発
信
さ
れ
る
情
報
を
確
認
し

な
が
ら
避
難
情
報
等
の
判
断

を
し
て
お
り
、通
常
か
ら
連
携

を
心
掛
け
な
が
ら
災
害
対
応

に
あ
た
っ
て
い
る
。

鎌
田
議
員
　
気
象
防
災
情
報

や
避
難
情
報
は
、命
に
関
わ
る

と
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
々

は
、画
面
に
表
示
さ
れ
る
文
字

や
記
号
に
よ
る
情
報
に
頼
ら

ざ
る
を
得
ず
、そ
の
内
容
が
伝

わ
り
に
く
い
現
状
が
あ
る
た

め
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
防
災
情

報
に
関
す
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
の
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。ま
た
、被
害
が
発
生

し
た
場
合
、手
話
通
訳
の
方

を
派
遣
で
き
る
体
制
を
考
え

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

平
時
か
ら
手
話
通
訳
者
の
派

遣
契
約
を
近
県
自
治
体
な
ど

と
し
て
お
く
こ
と
が
、よ
り
確

実
に
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る

方
法
だ
と
思
う
が
、市
は
派
遣

等
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
災
害
時
を
想
定

し
た
広
域
で
の
取
り
組
み
は
検

討
で
き
て
い
な
い
が
、庁
内
の

関
係
部
署
も
交
え
て
取
り
組

み
を
協
議
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

鎌
田
議
員
　
も
し
も
の
た
め

に
派
遣
と
い
う
こ
と
も
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、

手
話
通
訳
士
を
育
て
る
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て
も
、取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

に
つ
い
て
。差
出
人
の
な
い
文

章
が
２
通
も
送
ら
れ
て
き
て

お
り
、内
容
は
換
金
期
限
が
過

ぎ
た
商
品
券
を
換
金
し
た
の

は
お
か
し
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。ま
た
、商
売
を
さ
れ

て
い
る
複
数
の
方
か
ら
、お
客

さ
ん
か
ら
商
品
券
を
現
金
に

換
え
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
て

も
断
り
続
け
て
お
り
、し
っ
か

り
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
困

る
と
言
わ
れ
た
。執
行
部
に

は
、し
っ
か
り
厳
格
に
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
強
く
申
し

上
げ
て
お
く
。そ
れ
か
ら
、市

が
こ
の
事
業
の
実
施
主
体
と

な
れ
な
い
理
由
を
答
弁
願
い

た
い
。

産
業
建
設
部
長
　
住
民
に
不

信
感
を
持
た
れ
な
い
よ
う
に
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

う
。実
施
主
体
に
つ
い
て
は
、県

が
取
り
扱
い
事
業
者
を
商
工

会
議
所
や
商
店
街
と
指
定
し

て
お
り
、市
が
直
接
扱
え
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

鎌
田
議
員
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
は
性
善
説
に
頼
る
部
分

が
大
き
く
、換
金
な
ど
全
国
的

に
様
々
な
問
題
が
起
こ
っ
て

い
る
。取
扱
店
の
方
が
購
入

し
、使
う
こ
と
な
く
換
金
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長
　
事
業
の
趣

旨
は
住
民
や
事
業
者
へ
の
支
援

で
あ
り
、有
効
に
使
わ
れ
る
こ

と
で
機
能
す
る
と
思
っ
て
い

る
。市
と
し
て
は
、他
の
商
店

等
で
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

鎌
田
議
員
　
市
と
し
て
事
業

の
趣
旨
を
発
し
な
い
以
上
は
、

そ
れ
と
は
反
す
る
か
た
ち
で

使
う
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い

て
は
、市
が
そ
の
趣
旨
を
明
示

し
、消
費
喚
起
策
と
い
う
か
た

ち
で
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。
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【
質
問
項
目
】

（
村
上
勝
二
議
員
）

 

① 

安
倍
元
首
相
礼
賛
の
国
葬
に
つ
い
て
、

　

  

市
長
、教
育
長
の
見
解
を
求
め
る

 

② 

統
一
協
会
と
の
関
係
の
有
無
を
調
査
し
、

　

  

市
民
の
犠
牲
者
を
生
ま
な
い
対
策
を

 

③ 

新
型
コ
ロ
ナ
第
７
波
の
対
策

 

④ 

築
城
基
地
滑
走
路
延
長
事
業

　

  （
仮
称
）環
境
影
響
評
価
書
案
の

　

  

公
告
と
豊
前
市
の
対
応

 

⑤ 

小
中
学
校
再
編
に
対
す
る
市
民

　

  

の
声
に
ど
う
向
き
あ
っ
て
い
る
か

【
質
問
項
目
】

（
為
藤
直
美
議
員
）

 

① 

市
民
生
活
の
環
境

 

② 

地
方
創
生
と
地
域

　
  

活
性
化

 
③ 

子
ど
も
議
会

【
質
問
項
目
】

（
梅
丸
晃
議
員
）

 

① 

神
楽
の
伝
統
継
承
と
観
光
振
興

 

② 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

※

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質
問
の

や
り
取
り
は
、ご
く
一
部
で
す
。

※

文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、実

際
の
や
り
取
り
と
は
異
な
り
、

「
で
す
・
ま
す
調
」で
は
な
く
、

「
だ
・
で
あ
る
調
」に
統
一
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、議
会
事
務
局
及
び
総
務

課
に
会
議
録
を
置
い
て
お
り
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
閲
覧
く

だ
さ
い
。

市議会会議録はこちらから

豊前市議会

『
無
会
派
』の一般
質
問

一
般
質
問

そ
こ
が
聞
き
た
い

な
ん
と
か
し
た
い

梅
丸
議
員
　
豊
前
市
の
岩
戸

神
楽
は
６
つ
の
神
楽
講
・
保

存
会
が
存
在
し
、33
の
演
目
が

あ
る
。ま
ず
、
神
楽
を
継
承
す

る
に
は
、神
楽
を
奉
納
す
る
た

め
の
資
金
面
・
人
材
面
の
対

策
と
、神
楽
を
舞
え
る
環
境
整

備
が
必
要
で
あ
り
、神
楽
を
舞

う
環
境
が
な
く
な
れ
ば
必
然

的
に
神
楽
講
の
存
続
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。こ
の

資
金
面
の
支
援
で
、ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
す
れ
ば
と
考
え

る
が
、執
行
部
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

総
合
政
策
課
長
　
ふ
る
さ
と

納
税
の
活
用
は
、
社
殿
改
修
な

ど
直
接
的
な
公
費
の
支
出
と

な
る
と
宗
教
的
要
素
が
大
き

く
、で
き
な
い
と
考
え
る
。今
後

は
、
生
涯
学
習
課
と
神
楽
の
関

係
者
で
意
見
交
換
を
し
、
協
議

の
場
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い

る
。

梅
丸
議
員
　
幼
少
期
や
思
春

期
の
世
代
に
地
域
の
神
楽
や

祭
り
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与

え
る
と
考
え
る
。こ
の
世
代
に

神
楽
と
触
れ
合
う
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
に
対
し
、執
行
部

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
現
在
、各
神

楽
団
体
が
子
ど
も
神
楽
に
取

り
組
み
、
神
楽
の
伝
承
、
後
継

者
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。ま

た
、
神
楽
を
題
材
に
し
た
豊
前

郷
土
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

各
小
学
校
に
配
布
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
企
画
を

提
案
・
実
施
し
、今
後
の
豊
前

神
楽
を
支
え
て
い
く
世
代
を

育
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

梅
丸
議
員
　
地
域
づ
く
り
協

議
会
で
神
楽
の
後
継
者
育
成
、

伝
統
行
事
の
継
承
な
ど
を
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

地
区
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
神
楽
の
振

興
及
び
後
継
者
育
成
を
計
画

し
て
い
る
地
域
づ
く
り
協
議
会

も
あ
る
。今
後
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
各
協
議
会
で
検
討
す
る

予
定
だ
が
、
担
当
課
と
し
て

は
、
情
報
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
支

援
等
で
地
域
と
協
働
し
、神
楽

振
興
及
び
後
継
者
の
育
成
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

梅
丸
議
員
　
小
中
学
校
の
再

編
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、神

楽
が
あ
る
地
域
で
、神
楽
を
継

承
す
る
意
味
で
も
、伝
統
芸
能

部
を
設
立
す
る
こ
と
で
、
特

化
し
た
中
学
校
再
編
に
な
る

と
考
え
る
。ま
た
、
市
内
に
あ

る
県
立
高
校
に
も
呼
び
か
け
、

中
・
高
が
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
、豊
前
市
独
自
の
教
育
の

場
が
誕
生
す
る
。地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
学
校
運
営
の
観

点
か
ら
設
立
を
望
む
が
、執
行

部
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

学
校
教
育
課
長
　
ご
提
案
の

伝
統
芸
能
部
は
、豊
前
市
の
歴

史
や
文
化
を
継
承
す
る
と
と

も
に
、
地
域
と
の
密
接
な
つ
な

が
り
も
期
待
さ
れ
、
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
に
繋
が
る
と
思

う
。今
後
、
学
校
再
編
に
向
け

た
開
校
準
備
委
員
会
な
ど
で

協
議
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

梅丸　晃

神
楽
の
伝
統
継
承
と
観
光
振
興
に
つ
い
て
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村
上
議
員
　
６
月
の
文
教
厚

生
委
員
会
で
、小
中
学
校
の

再
編
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民

の
意
見
を
聴
き
、理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
、説
明
の
場
を

よ
り
積
極
的
に
設
け
る
よ
う

執
行
部
に
申
し
入
れ
た
。全
小

学
校
区
で
学
校
再
編
の
説
明

会
を
開
く
こ
と
が
当
然
だ
と

思
う
が
、開
催
回
数
と
説
明

会
で
の
市
民
の
意
見
を
お
聞

き
す
る
。

教
育
部
長
　
今
年
２
月
に
４

回
、
区
の
要
望
に
よ
り
３
回

行
っ
た
。７
月
か
ら
の
市
政
懇

談
会
で
は
全
地
区
で
開
催
し

た
。ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
厳
し
い

意
見
も
あ
っ
た
が
、
説
明
し
て

い
く
段
階
で
仕
方
な
い
と
い
う

意
見
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。

村
上
議
員
　
市
政
懇
談
会

は
、参
加
人
数
も
少
な
く
、説

明
を
聞
く
だ
け
で
議
論
は
深

ま
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。事
前

に
区
か
ら
の
質
問
・
要
望
に

応
え
る
形
で
角
田
公
民
館
で

あ
っ
た
説
明
会
は
、
館
長
が
司

会
者
だ
っ
た
が
、
主
催
者
は
ど

こ
な
の
か
。こ
の
開
催
の
仕
方

は
、市
民
に
対
し
て
市
の
姿
勢

が
問
わ
れ
る
問
題
で
、地
元
か

ら
の
要
請
で
開
催
し
た
、こ
れ

に
固
執
し
た
考
え
で
し
か
な

い
と
思
う
。廃
校
を
前
提
と
し

た
計
画
に
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
学

校
は
小
中
一
貫
校
な
ど
形
を

変
え
て
で
も
残
し
て
ほ
し
い

と
い
う
の
が
、地
域
の
意
見
だ

と
私
は
受
け
止
め
た
。角
田
の

小
中
一
貫
校
計
画
が
白
紙
に

な
っ
た
経
過
を
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
そ
う
い
う
計
画
は

も
と
も
と
無
く
、
小
中
一
貫
の

取
り
組
み
を
工
夫
し
て
生
徒

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
の

か
、
と
い
う
方
向
性
が
示
さ

れ
、
小
中
連
携
の
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

村
上
議
員
　
教
育
み
ら
い
検

討
委
員
会
が
学
校
再
編
の
方

針
を
提
言
し
、そ
の
後
に
開
か

れ
た
通
学
区
域
審
議
会
は
、通

学
区
域
を
審
議
す
る
場
で
学

校
再
編
を
検
討
す
る
場
で
は

な
い
と
言
う
。地
域
の
要
望
や

再
編
に
対
す
る
意
見
は
ど
こ

で
ど
う
反
映
し
、ど
こ
で
進
め

て
い
く
の
か
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
内
で

協
議
し
変
更
し
た
部
分
も
あ

る
。今
の
再
編
の
方
針
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
説

明
は
続
け
て
い
く
。子
ど
も
の

こ
と
を
第
一
に
、し
っ
か
り
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
。

村
上
議
員
　
角
田
地
域
は
市

中
心
部
か
ら
離
れ
、単
に
バ
ス

通
学
を
と
い
う
問
題
で
は
な

い
。子
育
て
が
で
き
な
い
と

引
っ
越
し
を
考
え
て
い
る
家

庭
も
あ
る
。こ
こ
で
生
活
し
子

育
て
を
し
た
い
が
、こ
れ
か
ら

の
教
育
環
境
が
ど
う
な
る
の

か
。子
ど
も
た
ち
が
健
全
で
豊

か
に
育
つ
ま
ち
づ
く
り
、地
域

づ
く
り
が
全
く
見
え
な
い
。こ

の
地
域
の
方
々
の
不
安
な
思

い
は
、
小
中
一
貫
校
と
し
て
残

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
と
し

て
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。教
育
委
員
会
に

再
考
・
見
直
し
を
求
め
る
。

為
藤
議
員
　
市
民
生
活
に
直

結
す
る
ご
み
の
収
集
量
と
清

掃
施
設
組
合
の
全
体
的
な
経

費
に
つ
い
て
、伺
い
た
い
。

生
活
環
境
課
長
　
令
和
３
年

は
、可
燃
ご
み
９
５
１
２
ト

ン
、不
燃
ご
み
３
３
７
ト
ン
、

古
紙
・
古
布
３
０
４
ト
ン
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
8
3
ト
ン

で
あ
る
。５
年
前
と
比
べ
る
と

不
燃
ご
み
だ
け
が
増
え
て
い

る
。清
掃
施
設
組
合
へ
の
負
担

金
は
、令
和
２
年
度
が
１
億
８

７
８
３
万
円
で
、５
年
前
と
比

べ
５
１
６
６
万
円
の
減
で
あ

る
。こ
れ
は
起
債
の
償
還
が
終

わ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

為
藤
議
員
　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

た
め
、こ
れ
か
ら
も
ご
み
の

減
量
化
な
ど
地
域
住
民
と
共

に
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り

を
お
願
い
す
る
。　　
　
　
　

　
次
に
、市
バ
ス
の
運
営
状
況

や
乗
車
人
数
を
お
聞
き
す

る
。

生
活
環
境
課
長
　
令
和
２
年

度
の
利
用
者
が
４
万
３
４
０

７
人
で
、５
年
前
と
比
べ
約
２

万
５
千
人
の
減
で
あ
る
。バ
ス

使
用
料
や
県
の
補
助
金
も
減

り
収
支
の
差
額
は
、一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い

る
。

為
藤
議
員
　
市
バ
ス
は
交
通

弱
者
の
便
利
な
交
通
手
段
と

し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

だ
が
、何
ら
か
の
改
善
を
し
な

い
と
一
般
会
計
か
ら
の
持
ち

出
し
が
増
え
る
一
方
で
あ
る
。

今
後
の
改
善
策
や
計
画
に
つ

い
て
、伺
い
た
い
。

生
活
環
境
課
長
　
コ
ロ
ナ
禍

で
利
用
者
が
減
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。今
後
、国
・
県
か

ら
の
補
助
金
に
留
意
し
、利
用

者
の
利
便
性
を
図
り
な
が
ら

状
況
調
査
や
検
証
を
行
い
、豊

前
市
内
の
公
共
交
通
の
適
正

化
に
努
め
た
い
。

為
藤
議
員
　
路
線
、時
間
帯
に

よ
る
乗
車
人
数
の
調
査
も
し

て
も
ら
い
た
い
。市
バ
ス
の
調

査
・
検
証
を
し
、有
効
的
で
便

利
な
運
営
を
お
願
い
す
る
。　

　

次
に
、空
き
家
の
件
数
、空

き
家
バ
ン
ク
の
登
録
数
及
び

契
約
件
数
を
伺
う
。

生
活
環
境
課
長
　
市
内
の
空

き
家
は
、平
成
21
年
の
調
査
で

７
６
０
件
、令
和
２
年
度
末
で

６
４
３
件
あ
る
。空
き
家
バ
ン

ク
だ
が
、平
成
24
の
事
業
開
始

後
２
７
７
件
の
物
件
登
録
が

あ
り
、そ
の
う
ち
１
７
５
件
が

契
約
成
立
し
た
。ま
た
、利
用

登
録
者
数
は
５
４
４
件
で
あ

る
。

為
藤
議
員
　
物
件
登
録
数
に

対
し
て
、希
望
者
で
あ
る
利
用

登
録
者
が
２
倍
い
る
が
、契
約

成
立
を
増
や
す
た
め
の
施
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

生
活
環
境
課
長
　
年
数
も
経

ち
古
く
な
っ
た
物
件
も
あ
る

が
、新
た
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
契
約
成
立
が
で
き
る
よ
う
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
魅
力
発
信
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

為
藤
議
員
　
個
人
の
財
産
な

の
で
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い

と
思
う
が
、他
課
と
連
携
し
て

事
業
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

為藤　直美

村上　勝二

市
民
生
活
の
環
境
に
つ
い
て

小
中
学
校
再
編
に
対
す
る

市
民
の
声
に
ど
う
向
き
あ
っ
て
い
る
か
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ようやくしのぎやすくなったと思えば、もう肌寒い季節に。この頃思うのです
が、以前は秋と春がもう少し長く楽しめたのではと？
何故なのかと考えを巡らせると、地球温暖化のせいなのでは？
引き起こしたのは？
物が溢れ浪費したツケがこういう結果になったのではと？
日本のプラスチックごみは世界第２位。この小さな国がです。
一人一人の取り組みによって減量しなければ、次世代に負の遺産を残す事
になります。
明日から回りを見渡して、プラスチック製品を最小限に利用しましょう。
未来のために！！

郡司掛　八千代

12月です
次回の定例市議会は

編集後記

新型コロナウイルス感染症の予防及び感染拡
大防止のため、傍聴については、状況によりご
遠慮いただく場合がありますので、詳しくは議
会事務局へお問合せください。
本会議については、インターネット中継をして
おります。

　令和４年１０月１２日に「福岡県北部市議
会議長・副議長会」が北九州市で開催され、尾
澤議長と郡司掛副議長が出席しました。
　議案審議の結果、「外国籍の子どもたちに
対する日本語教育の充実について」を提出議
案として、１０月２４日に行橋市で開かれる
「福岡県市議会議長会」に提出することを決
定しました。

議会事務局からのお知らせ
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、11月上旬に予定しておりました令和4年
度の議会報告会は、やむを得ず中止といたしました。皆様には申し訳ございませんが、
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

福岡県北部市議会議長・副議長会

福岡県北部市議会議長・副議長会の様子
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